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令和２年６月１５日 

 

 

五戸町議会第４回定例会 一般質問通告一覧表 

 

 

通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

１ 一 問
一 答 

柏 田 匡 智 五戸町消防団再編

計画と今後の団員確

保策について 

五戸町消防団の再編計画策定が進め

られているが、地域住民の間では分団の

統廃合に対する不安感が先行している。

また、人口減少による団員不足だけでな

く、就業形態の変化等から平日の日中に

発生する火災に対して、出動人員が限ら

れてきている現状を鑑み、今後の団員確

保策が重要と思われる。 

(1) 五戸町消防団再編計画の目的と概

要は。 

(2) 新規団員確保策は。 

(3) 出動人員の確保策は。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

２ 一 問
一 答 

鈴 木 隆 也 １．新型コロナウイル

ス感染症が町財政

に与える影響につ

いて 

新型コロナウイルスが世界中で猛威

を振るい、感染症患者急増に伴い、我が

日本においても緊急事態宣言が発令さ

れた。現在、緊急事態宣言は解除されて

いるものの、引き続き、第２波と呼ばれ

る感染拡大に多くの国民が恐れ、自粛を

余儀なくされている。 

 自粛することは、経済に対してマイナ

スになることは今更言うまでも無く、す

でに飲食、宿泊業などをはじめ、多くの

企業や事業主が経営の逼迫に苛まれて

いる。 

 また、これらの自粛の影響が大きい業

種に就業されている方々は、事業縮小に

伴い、休業あるいは最悪の場合、解雇さ

れるケースも報道で散見される。 

 これらのことは収入の減少に繋がり、

自主財源、依存財源ともに歳入の落ち込

みが推察される。 

 また、若宮町長におかれましては、新

型コロナウイルス感染拡大防止による

自粛に伴い、経営が逼迫した町内の業者

に対し救済措置を講じたり、子育て世帯

の支援強化に取り組まれたりと、スピー

ド感を持った対応は一町民としても大

変心強く思う。 

 ただ、これらの対応は町独自の事業で

あり、不用意な財政出動は町財政を逼迫

する要因になりかねない。 

そこで以下の項目について質問する。 

(1) 歳入の落ち込みをどのように分析

するか。 

(2) これまでの新型コロナウイルス感

染症に関連する町独自の事業の事業

費は。また、その財源は。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

    (3) 今後の新型コロナウイルス感染症

に関連する町独自の対応策をどのよ

うに考えているか。また、その予算規

模と財源は。 

(4) 道路や公共施設などの社会基盤整

備に代表される『取り組まなければな

らない事業』。一方、若宮町長が選挙

公約で謳った各種の『取り組みたい事

業』。 

  財源には限りがある中、新型コロナ

ウイルス感染症に関連する町独自の

対応策とこれらをどのように進める

のか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．新型コロナ禍での

町立小中学校の運

営と児童・生徒の心

のケアについて 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴

い、町立小中学校も長期間にわたり休校

を余儀なくされた。 

様々な対応策を講じ再開はしたもの

の、授業の遅れや修学旅行をはじめとす

る体験学習の機会の減少が不安視され

る。また、以前とは大きく教育環境が変

化し、児童や生徒は不安に思っているに

違いない。 

そこで以下の項目について質問する。 

(1) 学校再開に当たり感染予防対策の

取り組みは。 

(2) 授業の遅れが取りざたされている

がその対応策は。 

(3) 修学旅行、宿泊合宿などの体験学習

の機会は確保されるのか。また、運動

会や学習発表会、陸上記録会、合唱コ

ンクールなどのあり方を如何に考え

るか。 

(4) ＧＩＧＡスクール構想は、新型コロ

ナ禍における新たな学習スタイルと

して注目を集めている。これの取り組

みは。 

(5) 児童・生徒の心のケアは万全か。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

３ 一 問
一 答 

中川原賢治 五戸町の活性化の

施策について 

五戸町を明るく、元気のある、活力の

ある町にする施策には、町が独自に行う

事業、各種団体と共に行う事業、町民と

一体となって行う事業などいろいろあ

ると思う。 

(1) 最初に三浦前町長が町中心街の活

性化のために計画した、まちの駅構想

を凍結したところであるが、今後白紙

撤回するのか、それとも再開するの

か。 

(2) 令和２年５月２２日に総務省から

発表された、令和２年度「関係人口創

出・拡大事業」モデル事業が決定され、

採択団体として五戸町が選定された。

この事業内容と、どのように活性化に

繋げるのか。 

(3) 活力ある五戸町づくりのために頑

張っている団体は多数あると思うが、

中でも五戸町観光協会と五戸町商工

会は、特にお互いの団体を理解しあい

ながら協力しあうべき団体だと思う

が、今後の協力体制はどのようにする

のか。また、色々なイベントを行って

いる各実行委員会との協力体制は。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

４ 一 問
一 答 

豊 田 孝 夫 １．水田における農地

の利活用について 

水田の田植えも一段落した今、目につ

いたのが田んぼに樹木や葦が生えてい

る水田の多さである。せっかくの農地が

耕作されずに放棄状態となるのは資源

の無駄遣いにつながるのではないか。つ

いては、以下の点についてお答え願いた

い。 

(1) 農地等の利用の最適化を進めるた

めに農業委員会が設置されているが、

農業委員と農地利用最適化推進委員

の実務内容はどのようになっている

か。また、実地調査、会議等の頻度は

どのようになっているか。 

(2) 当町の水田の保有面積と実際の耕

作面積は。 

(3) 樹木等が生えて耕作不能と思われ

る面積は。また、そのうち復元可能と

思われる面積は。 

(4) 水田において、農道に直接繋がら

ず、隣接する他人の水田を経由しなけ

ればならないような耕作不便な箇所

はどれくらいあるか。また、その対策

は。 

(5) 農地中間管理機構を介して農地の

貸し借りを行っているが、水田につい

ての実績はこれまでにどれくらいあ

るか。また、２０１９年度の実績は。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．コロナ禍における

地域防災計画の見

直しについて 

 新型コロナウイルスの影響により、日

常生活、経済活動等に大きな変化を強い

られているが、このような時に自然災害

による避難行動を余儀なくされる場合

があるかもしれない。ついては、以下の

点についてお答え願いたい。 

(1) 当町の地域防災計画が平成３０年

３月に修正されているが、疫病に対す

る記述が見当たらない。今回のコロナ

ウイルスのような疫病に対応できる

ように、追加修正を考えていないか。 

(2) 避難所、避難場所の看板が設置され

ている。中には屋内に表示していると

ころもある。設置場所についての定め

はないのか。 

(3) 当町のハザードマップを製作中の

模様だが、全家庭に配布出来る時期は

いつになるのか。 

 


